
広報　おのまち　12

西
山
家
の
６
男
と
し
て
誕
生

　

先
生
は
大
正
６
年
２
月
８
日
に
西
田
屋
旅
館
の
西
山
亀
太

郎
・
モ
ト
の
６
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

幼
少
期
を
小
野
町
で
過
ご
し
、
後
に
家
族
で
郡
山
市
へ
移
り

ま
し
た
。
郡
山
市
金
透
小
学
校
を
卒
業
し
、
昭
和
７
年
に
は
郡

山
市
立
郡
山
商
工
学
校（
現
・
福
島
県
立
郡
山
商
業
高
等
学
校
）

の
商
業
科
を
卒
業
。
そ
の
後「
花
茂
」（
東
京
三
田
）に
就
職
を
し

ま
す
。

西
条
八
十
と
の
出
会
い

　

東
京
で
就
職
し
た
折
に
、
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
・
作
詞
家

の
西
條
八
十
の
主
宰
す
る
雑
誌『
蝋
人
形
』に
出
会
い
、
師
事
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
体
が
弱
か
っ
た
先
生
は
医
者
の
す
す
め
で
故
郷
・

福
島
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
島
へ
帰
郷
後
は

　

福
島
に
帰
郷
し
た
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
福
島
市
と
郡
山
市
に
放
送

局
を
開
局
し
た
こ
と
を
機
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
毎
日
新
聞
社
に
入
社
し
福
島
支
局
記
者
と
し
て
勤
務
し
、

昭
和
23
年
に
東
京
本
社
出
版
局
に
転
勤
し
ま
し
た
。

本
格
的
に
作
詩
活
動
を

　

翌
年
に
は
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
作
詩
家
と
な
り
、
霧
島

昇
の
歌
う「
母
燈
台
」が
ヒ
ッ
ト
し
、
本
格
的
な
作
詩
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
福
島
市
出
身
の
作
曲
家
・
古
関
裕
而

と
の
作
品
を
多
く
発
表
し
て
い
ま
す
。『
あ
こ
が
れ
の
郵
便
馬

車
』『
高
原
列
車
は
行
く
』な
ど「
乗
り
物
シ
リ
ー
ズ
」と
呼
ば
れ

る
作
品
の
数
々
は
、
今
も
な
お
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
作
詩
賞
受
賞

　

ま
た
、
昭
和
38
年
に
は
遠
藤
実
作
曲
、
舟
木
一
夫
の
歌
で『
高

校
三
年
生
』が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の『
高
校
三
年
生
』で
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
作
詩
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

丘灯至夫記念館には、丘先生からの
数多くの寄贈品が展示されています

郡山市立郡山商工学校
卒業時の丘先生

「高校三年生」で日本レコード大賞作詩賞を受賞
丘灯至夫記念館に飾られている賞状とトロフィー


